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一般質問

説
明
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
誠
意
を

持
っ
て
対
応
す
る
よ
う
開
発
業
者

に
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
・
Ｂ
両
街
区

開
発
に
よ
り
生
じ
る
交
通
問
題
等
に
つ
い
て

は
、
交
通
の
分
散
を
図
る
こ
と
や
安
全
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
現
在
、
開
発
業
者
と
協
議

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
跡
地
開
発
の
地
元
説

明
会
に
お
い
て
、
開
発
者
は
「
説
明

会
は
こ
の
一
回
」
と
発
言
し
た
が
、
引
き
続

き
開
く
よ
う
に
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、Ａ
街
区（
跡
地
北
半
分
）と
Ｂ
街
区（
跡

地
南
半
分
）
同
時
開
発
に
よ
る
相
乗
作
用
に

よ
り
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か

を
考
慮
し
、
一
体
的
・
総
合
的
な
行
政
指
導

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

ポ
ー
ツ
施
設
は
郊
外
に
あ
る
も
の
が
多
く
、

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
や
用
具
の
運
搬
を

鑑
み
る
と
、
車
で
の
来
場
者
が
多
い
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
施
設
利
用
者
の
駐
車
料

金
を
低
く
お
さ
え
る
な
ど
の
環
境
整
備
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
観
点
か

ら
、
施
設
運
営
に
お
い
て
、
利
便

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
駐
車
場
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
受
益
者
負
担
の
観
点
や
、
そ
の
他

駐
車
場
運
営
の
課
題
を
勘
案
し
、
関
係
機
関

と
も
連
携
・
調
整
し
な
が
ら
、
対
応
可
能
な

取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
下
野
　
巖

近
年
、
火
葬
場
利
用
件
数
の
伸
び
が

高
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
火
葬
件
数

の
将
来
予
想
と
、
そ
の
火
葬
炉
の
耐
久
性
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
こ

と
を
考
え
、
最
大
稼
動
件
数
を
増
や
す
こ
と

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

「
茨
木
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
約

40
年
後
に
は
、
年
間
約
４
千
人
の

方
々
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

お
り
、
火
葬
場
の
需
要
も
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
る
。
炉
の
耐
久
性
は
30
年
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、毎
年
、保
守
点
検
や
部
分
修
理
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
も
、
円
滑
な
火
葬
運
営
に
努

め
な
が
ら
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
需
要
の
高

ま
り
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

火
葬
場
利
用
件
数
増
加
へ
の
対
応
は

問答

本
市
で
は
「
茨
木
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
参
加
機
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
が
、
ス

 

施
設
駐
車
場
の
料
金
見
直
し
を

問

 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
跡
地
の
開
発
指
導
は

問答

第
５
回
定
例
会

答

　
一
般
質
問
を
９
月
５
日
・
６
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
問
の
一
部
し
か
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報
ル
ー
ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置

し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
11
月
中
旬
予
定
）

一
般
質
問

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
充

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
浩

 

胃
が
ん
検
診
の
内
視
鏡
検
査
導
入
は

国
の
が
ん
対
策
加
速
化
プ
ラ
ン
に
お

い
て
、
胃
が
ん
の
死
亡
率
減
少
効
果

が
新
た
に
認
め
ら
れ
た
胃
内
視
鏡
検
査
を
対

策
型
検
診
と
し
て
普
及
す
る
た
め
、
医
療
機

関
と
協
力
し
て
実
施
体
制
の
整
備
を
進
め
る

と
し
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
、
胃
内

視
鏡
検
査
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

国
の
指
針
が
改
正
さ
れ
、
胃
内
視
鏡

検
査
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
い
る

が
、
実
施
に
は
専
門
医
の
確
保
や
設
備
の
有

無
、
重
篤
な
偶
発
症
に
対
応
で
き
る
体
制
整

備
、
運
営
委
員
会
の
設
置
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
相
当
な
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、

国
及
び
府
か
ら
の
通
知
や
他
市
の
動
向
を
見

な
が
ら
医
師
会
等
の
関
係
者
と
も
十
分
協
議

の
上
、
対
応
を
検
討
す
る
。 

問

茨木市立斎場の火葬場（大住町）

パナソニック茨木工場跡地（松下町）

答
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市
議
会

だ
よ
り

現
在
、
国
に
お
い
て
太
陽
光
な
ど
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等
が
促
進
さ

れ
て
お
り
、
平
成
27
年
４
月
に
は
、
本
市
に

府
内
で
初
め
て
水
素
ガ
ス
を
一
般
供
給
す
る

商
業
用
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ

た
が
、
今
後
、
本
市
に
お
け
る
水
素
ガ
ス
の

活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

水
素
ガ
ス
は
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
国
で
も

積
極
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
普
及
に
は

時
間
が
か
か
る
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
環
境
フ
ェ
ア
等
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
の
可
能
性
を
紹
介
し
て
お
り
、
今
後
も
、

す
る
た
め
、
平
時
の
活
用
手
段
と
あ
わ
せ
て

検
討
す
る
な
ど
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め
て

導
入
を
判
断
す
る
。
ま
た
、
携
帯
電
話
事
業

者
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
事
業
者

の
応
急
対
策
と
も
連
携
し
、
移
動
式
基
地
局

と
移
動
電
源
車
の
配
置
を
要
請
す
る
な
ど
、

避
難
者
の
通
信
環
境
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。

８月

本
市
の
指
定
避
難
所
に
は
Ｗ
ｉｰ
Ｆ

ｉ
の
環
境
が
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

総
務
省
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
支

援
事
業
（
※
１
）
補
助
金
等
を
申
請
し
、
環

境
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
携
帯
電

話
事
業
者
に
車
載
型
無
線
基
地
局
（
※
２
）、

移
動
電
源
車
（
※
３
）
の
配
置
に
つ
い
て
事

前
に
調
整
し
て
お
い
て
は
ど
う
か
。

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
維
持
費
が
発
生

 

防
災
拠
点
の
通
信
環
境
の
整
備
を

問答 　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
米
川
　
勝
利

本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
幹事長会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）

５ 日
６ 日
８ 日

９ 日

12日
13日
14日
15日
16日
20日

23日

９月

26日
30日

市議会のうごき

幹事長会
議会広報委員会
議会改革推進委員会
民生常任委員会
建設常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
市街地整備対策特別委員会
北部地域整備対策特別委員会

１  日
11日
12日
21日

25日
27日

７月

議会改革推進委員会
幹事長会
議会運営委員会

 

水
素
ガ
ス
の
今
後
の
活
用
は

問 　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

答

次
頁
へ
つ
づ
く

  なお、上記の他に「議会の請求に
基づく監査の結果（監報第 4 号）に
関する調査特別委員会（百条委員会）」
を７月６日・20 日、8 月 10 日・12
日、９月 16 日に開催しました。

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
技

術
や
製
品
の
汎
用
化
に
も
注
意
を
払
い
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。

を
進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
、
問
題
に
な
る

部
分
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
指
導
し
て
い
く
。

（※ 1） 公衆無線 LAN 環境整備支援事業 : 無線 LAN による通信が行えない状態を解消するため、 無線通信用施設 ・ 設備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  などを整備する事業                                    
（※ 2） 車載型無線基地局 : 災害によって無線基地局や地上通信設備が損傷し、 光ケーブルの敷設や設備復旧が困難な場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合でも、 通信衛星に対応する設備を備えた移動型の基地局
（※ 3）　移動電源車 : 電力供給のために発電装置などを搭載した自動車や鉄道車両

水素ステーション（宮島二丁目）
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る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
新
駅
周
辺
の
自
動
車
交
通
量

は
、総
持
寺
交
番
前
交
差
点
付
近
で
、

現
在
の
交
通
量
よ
り
約
１
割
程
度
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
追
手

門
学
院
と
東
芝
間
で
新
キ
ャ
ン
パ
ス
進
出
に

関
す
る
合
意
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
学
生
数

等
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
、
跡
地
に
進

出
さ
れ
る
企
業
が
決
ま
り
、
開
発
計
画
の
具

体
化
に
伴
い
、
交
通
量
等
に
つ
い
て
関
係
事

業
者
と
調
整
・
検
討
し
て
い
く
。

今
後
も
引
き
続
き
三
師
会
（
医
師
会
・
歯
科

医
師
会
・
薬
剤
師
会
）
等
の
医
療
関
係
者
や

府
等
の
関
係
機
関
と
も
密
に
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
が
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
病
気
に

対
す
る
地
域
医
療
の
水
準
の
向
上
を
力
強
く

進
め
て
い
く
。

が
ん
対
策
基
本
法
の
規
定
に
、
国
・

都
道
府
県
以
外
に
、
あ
え
て
地
方
公

共
団
体
と
記
載
が
あ
る
の
は
、
市
が
主
体
的

に
可
能
な
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
か
ら
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
住
民

検
診
事
業
以
外
を
府
に
依
拠
し
て
い
た
医
療

面
に
お
い
て
、
が
ん
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、

医
療
関
係
者
等
と
連
携
し
、
情
報
提
供
を
含

め
地
域
医
療
水
準
の
向
上
の
た
め
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

近
年
の
医
療
制
度
改
革
に
お
い
て
地

域
医
療
の
充
実
に
お
け
る
市
の
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

前
頁
つ
づ
き

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

 

学
校
図
書
館
支
援
員
の
活
用
を

答

学
校
図
書
館
の
有
効
活
用
の
ポ
イ
ン

ト
は
学
校
図
書
館
支
援
員
を
い
か
す

こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
勤
務
時
間
に
限
り

の
あ
る
支
援
員
が
工
夫
あ
る
取
り
組
み
を
行

う
に
は
、
事
務
作
業
を
少
な
く
す
る
こ
と
、

図
書
館
活
用
の
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
す
る
こ

問

答

 

地
域
医
療
水
準
向
上
の
取
り
組
み
は

問 　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
総
司

市議会のＱ＆Ａ

Ａ．

と
、
支
援
員
間
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
化
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

事
務
作
業
の
効
率
化
や
軽
減
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
ス
キ
ル
向
上

の
た
め
、
研
修
の
充
実
や
、
教
員
・
学
校
図

書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
支
援
員
同
士
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
、
支
援
員

の
横
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
た
め
、
情
報

交
換
や
他
校
の
学
校
図
書
館
見
学
の
機
会
を

設
け
、
よ
り
魅
力
あ
る
学
校
図
書
館
づ
く
り

を
推
進
す
る
。

Ｑ．

総
持
寺
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
、
Ｊ

Ｒ
新
駅
開
設
に
伴
う
自
動
車
予
測

交
通
量
は
ど
れ
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
新

駅
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
る
東
芝
跡
地
に
、
追

手
門
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
の
キ
ャ
ン
パ

ス
が
移
転
さ
れ
る
と
あ
る
が
、
国
道
171
号
の

交
通
量
及
び
歩
行
者
は
ど
れ
く
ら
い
増
加
す

答

問 新
駅
周
辺
の
交
通
量
増
加
見
込
み
は

政務活動費とはどのようなものです
か？

　政務活動費とは、地方自治法の規定に基づ
き、議員の調査研究その他の活動のために必
要な経費の一部として交付されるものです。
　本市議会では、「茨木市議会政務活動費の
交付に関する条例」に基づき、使途基準を定
め、議員１人当たり月額４万円を交付してい
ます。
　なお、市役所南館１階の情報ルームで、収
支報告書、会計帳簿、領収書等の証
拠書類の写しを閲覧できます。
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市
議
会

だ
よ
り

同
じ
防
災
公
園
で
あ
る
彩
都
西
公
園
に
お
い

て
も
訓
練
実
施
を
希
望
す
る
と
と
も
に
、
各

種
団
体
に
よ
る
防
災
訓
練
と
市
や
地
域
主
催

の
防
災
訓
練
を
協
力
し
て
行
う
こ
と
で
、
よ

り
効
果
的
な
防
災
イ
ベ
ン
ト
に
で
き
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
各
種
団

体
と
の
協
働
は
不
可
欠
で
あ
り
、
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
は
迅
速
な
災
害
対
応

の
た
め
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
来
年

１
月
17
日
に
実
施
予
定
の
全
域
防
災
訓
練
に

は
、
企
業
や
商
業
団
体
等
に
も
参
加
を
促
し
、

連
携
し
た
訓
練
の
実
施
に
努
め
る
。

康
医
療
分
科
会
」
は
、
次
期
総
合
保
健
福
祉

計
画
の
策
定
と
と
も
に
、
健
康
医
療
に
つ
い

て
の
現
状
を
踏
ま
え
、
幅
広
く
議
論
い
た
だ

け
る
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の

で
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
医
療
の
観
点
か
ら

も
議
論
し
て
い
た
だ
い
て
は
ど
う
か
。

健
康
医
療
分
科
会
は
、
保
健
・
医
療

分
野
を
よ
り
重
点
的
に
議
論
で
き
る

よ
う
に
、
市
民
委
員
を
は
じ
め
、
保
健
医
療

分
野
の
専
門
家
に
参
画
い
た
だ
い
て
い
る
。

本
市
の
保
健
医
療
施
策
に
お
い
て
地
域
医
療

の
充
実
は
、
重
要
課
題
の
１
つ
で
あ
り
、
本

市
の
医
療
分
野
に
お
け
る
課
題
や
目
指
す
べ

き
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
十
分

に
議
論
で
き
る
分
科
会
と
し
て
い
き
た
い
。 

握
し
て
い
な
い
が
、
災
害
時
に
お
い
て
、
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
が
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
に

な
っ
た
時
に
は
、
医
師
会
か
ら
医
師
が
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

災
害
時
の
医
療
機
関
の
連
携
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
３
月
定
例
会
で
、

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
を
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
医
療
、
救
急
、
危
機
管
理
で
連
携

強
化
を
図
る
と
答
え
て
い
た
が
、
例
え
ば
、

夜
間
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
内
の
総

合
病
院
に
は
、
何
人
の
医
師
や
看
護
師
が
勤

務
さ
れ
て
い
る
の
か
把
握
し
、
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
と
し
て
、
病
院
や
診
療
所
等
の
勤

務
体
制
や
医
師
・
看
護
師
の
数
は
把

本
市
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
定

め
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
（
※
１
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基

づ
き
設
置
し
た
市
域
全
体
を
対
象
と
す
る
第

一
層
協
議
体
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も

の
な
の
か
。
ま
た
、
本
市
の
協
議
体
の
状
況

は
、
他
市
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
。

本
市
の
協
議
体
は
、
多
様
な
高
齢
者

の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
目

的
と
し
て
結
成
し
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
の

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
関
係
団
体
に
と
ど
ま
ら

ず
、
商
店
街
組
合
、
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー
、

郵
便
局
、
銀
行
、
市
内
の
大
学
等
、
多
彩
な

事
業
者
114
団
体
で
構
成
し
、
府
か
ら
は
、
他

市
の
協
議
体
結
成
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
高
い

評
価
を
得
て
お
り
、
他
市
か
ら
も
視
察
の

申
し
入
れ
や
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
状
況
で
あ

る
。  　

民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　 

安
孫
子
　
浩
子

 

高
齢
者
生
活
支
援
協
議
体
の
状
況
は

問　
大
阪
維
新
の
会
・
茨
木

　
　
　
　
　
　
滝
ノ
上
　
万
記

本
市
の
防
災
公
園
に
お
い
て
、
防
災

イ
ベ
ン
ト
や
訓
練
が
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
彩
都
西
公
園
で
は
未
実
施
で
あ
る
。

 

地
域
防
災
へ
の
取
り
組
み
は

問

答　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

本
年
７
月
か
ら
総
合
保
健
福
祉
審
議

会
が
動
き
出
し
、
そ
の
中
の
「
健

 

健
康
医
療
分
科
会
の
あ
り
方
は

問

答 　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
辰
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登

 

本
市
の
災
害
医
療
の
現
状
は

問 答

答

会議録を閲覧できます

　市議会では、本会議の ｢会議録｣ を定例会、臨時会ごと
に発行しています。市役所南館１階の情報ルーム、各図書
館で自由に閲覧できますのでご利用ください。
　また、議会ホームページ（http://www.city.ibaraki.
osaka.jp/shisei/gikai/）でもご覧いただけます。なお、9
月定例会の会議録は、11月中旬に発行の予定です。

岩倉公園で実施された防災イベント（岩倉町）

（※ 1） 介護予防・日常生活支援総合事業 ： 市町村が中心となって、地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 多様なサービスを充実することにより、 地域の支え合いの体制づくりを推進し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要支援者等に対する効果的かつ効率的な支援等を可能とすることを目指すも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の


